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掘 (北大理 )'斉藤,宮田,広間 (早大理工 ),戸田'小寺 (戟
育大理 ),､塚田,福山,斉藤 (東大理 ),張 (物性研 ),小口
(都立大理 ),梅村 (~名大教養 ),金言 (名大理 ),.松原,中沢,
石井 (京大理 ),米沢,松田.(基研 ),植til(阪大教養 )O1●
スケジュ-ルは第 1日目は主としてグリー ソ関数法隼よる研究発表,第 2日






9月16日 午前 (小寺 )










Montroll 氏は先づ戸田氏の話 (日本における研究 )にふれ,彼の所にN.
王.fi.(not invented here) と云う項目があって,その方の研究がt,し
ろ進んで居ると云う様な語があり,一般に他で先鞭をつけた研究の方が客観的
判断が出来てその後の研究は進むのではないかと述べ られた｡
次に,格子系の一般論に入 り,'格子系の問題には,'覚づ 1次元, 2次元,5
次元と云う様に,次元の問題がある事,叉一方,それぞれLr格子振動の問題,
電子状態の問題, random waika)問題があり,藤にr占ndl0m･Walkの問題を
次元の問題とからませ, capturing points(impuriti･esに対応 )のある
場合について論 じ,再帰確率の問題に還元 され,1次元iノ2次元 (再帰確率が




9月 16日 午後 (松原武生 )
第1日目の午後は ｢グリーン関数法 ｣ に あ て ら れ た｡参加外人の中で des
Cioizeauxを除いて,強い関心があ る と は 思 わ れ な かったが,次のようなプ
ログラムで進行 した｡
(1) Yonezawa: introductory talk on theGreen′s function
method
(2) Ueyama: Application ofKubo′s generalized cumulant
expansion to random lattice-problem
t3) Tsukada: Cellmelthod to r占ndom lattice problem
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(4) Fuklユyama: Impurity band conduction
Saito








弼 日本の業績,特に若い研究者 の寄与が外国で無視 されたり,正しく評価 さ
れない傾向があるので,このような機会に接触を深め,情報交換を十分にし
て改善すべきであること｡






contained approximationlは高次に進むことによって今 まで グリーン関
数法で導けなかったフォノンスペ クトルの微細構造を出せる可能性があること
等,スライ ドを用いて示 された｡
座長はこの Ⅰntroductory talk に対するコメントをすべての外人に求め
た. これに対 して, Pro-arCon-Green′s function の二つの グル-プ
VL分かれているのは世界各軍共通の現象であることが注意され,Mom.troHは
グt)-ソ関数法特(/rLグラフ展開法の欠点として,他の方法で手速 く得 られるこ
とが大変 甘slow- 忙しか得 られないこと, グラフ法cJyL多種多様があって混乱
していること等あげた.将来標準的教課書が出て統一 されることが望 ましいと
い う意見であるOまた qno.n-scientific ▲I な問題としてYonezawa が提

















スク1)-ニソグの問題その他を挙げた｡ Tbdaは グi)-ソ関拳法 とは何をさす
のか 疑`問を投げかけたO この研究会にEdwardsの参加が期待され,ー結局実現
しなかったが,Edwardsがもしいたらグリーン関数を qunavoidable泊 と
言って弁護 したかも知れない｡ Pro一grupとCon-group の港は世界的に
も探いものである｡
ueiamaはKuboのgeneralized cumulantexpanヲion を使-て, グ
リーシ関数のクラスター展開を直接導 く試みを紹介 した.これに関連 してdes
clozeaux は自分の仕事にふれ,問題の療 しい点を注意 して,非周期系の問


















9月 17日 午前 (堀 淳一 )















革ubin の理論は固有モ′⊥ ドの局在化の問題とも密接に関連 して,本質的な意
味をもっものと思われるが,数値計算も見事なもので,次のVisscher の映











いときよりも波のwave front がよく保存 され,従って熱伝導がよくなる こ
とを示 した点で重要であり,またこの映画は重い不純物原子のところに現われ
るspikeをvividに示 していて甚だ興味深いものであるO 上映後このフイル
ムを日本の random system のグループに寄付したいという彼の申し出をあ
りがたく受け入れ,基所で保管 して今後に役立てることになった｡
国際交流が盛になったといっても,この種の会合を開いてみると,依然とし







9月17日 午后 (戸田 )
松田 (京大基研 )がいくつかの話を した｡
(1) ABxC1-Ⅹ 型のmixed crystalの bandgap の話｡
(2) coarsegrainedquantities の話｡ この話でGreen 関数の
complex argumentの関数形か ら考えられるweightのとり方でなくてもよ









(Kはバネ常数 )｡ 質量mの分散が大きいほど減衰ははげしい｡ この問題は
Rubin の計算の一般化であるO
(軒 thermalconduction 調和鞍手からなる一次元結晶で, eigenftl-







































Jのサフィックスの 1, 2は塩基対の礎類をあらわ し,･げのサフィックスは配
列の服序をあらわす｡













Z-∑･･-･･∑甥 1号… ･･･ ( j l j 2) ( j2 j3)･･ (jnj l )
JIBJ2'･･=1'2








金吾散人 :ランダムな配列 をもった結晶の誘電率の問題 ;結晶格子の上vc.,
nonpoi′arな分子が ランダムに配置しているとき,そL7)誘電率を米沢,松原の
方法で しらべた｡双路子相互作用のテンソルをGijとすると, i, j は,無極
性分子の存在する結晶の格子点をあらわすo i分子に誘起されるモーメ./トは
Eを外からの竃場とすると,
-i- (α十a2(亨)Gij+aa(jfkfGijGjk十 ･･ TEo
とか けるが,逆格子ベクトルqをつかって
G ij-ユ∑ l (q)eiq ri iv q
と展開すると,分極 Pは次のように表わされる｡
但 し
･if言回 言)2!1 i(ql,p(ql,p(-ql,
十(言13号IqE2uql)A(q2)p(ql,p(q2-ql)pトq2) 十･-
p(q)-i字}exp(iq･ri)
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Niは無極性分子の数である｡この式を,分子の可能な配列のすべてについてb
平均する必要があるが,･これをダイアグラムの方法で行い,Clausius-Mo-
ssottiの式との比較を行った｡
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